
（a）リニアのアセスメント自体が環境保全対策に具体性を欠いており調査も不

足している上、工事中や供用後も影響は「ない」か「ほとんど無い」などと

擬装している。

（b）項目として、沿線全体で問題が発生する可能性が高い。

■地下水脈の破壊、■不明な残土処理対弟、■工事車両による騒音、振動被12

害など生活環境影響。走行の安全対策の不備、雷南アルプスを中心とする自

然破壊、■電磁波の健康影響の危険性、■あかり部の日腰や景観被害など。

（4）原告数　総計　738人

原告の地域的分布は以下の通りです。

東京都 �74名 �大深度地下トンネル、 

神奈川県 �211名 �中間駅、車両基地、川崎は大深度トンネル 

山梨県 �150名 �中間駅、実験線を供用使用、水枯れ 

静岡県 �40名 �大井川の減水、源流部に残土置き場 

長野県 �29名 �中間駅、南アルプスの自然破壊、大鹿村 

岐阜県 �94名 �中間駅、ウラン鉱山通過 

愛知県 �85名 �大深度地下トンネル 

その他 �55名 �北海道、千葉、大阪、兵庫、福岡各県等 

（6）訴訟態勢

原告団団長　　川村晃生（山梨）　副団長　原　重雄（岐阜）

原告団事務局　事務局長　天野捷一（神奈川）、事務局次長　橋本良仁（東京）

弁護団共同代表（3名）

開島保雄

中島義尚

高木輝雄

弁護団事務局　事務局長

〝次長

（7）問合せ先

川村晃生（原告団長）

天野捷一（〝事務局長）

問島保雄（弁護団代表）

中島嘉尚（　〝　　）

高木輝雄（　〝　　）

横山　聡く弁護団事務局長）

（東京・開島法律事務所）

（長野・あるぷすの風法律事務所）

（愛知・名古屋共同法律事務所）

横山　聡（東京・ア／レタイ／レ法律事務所）

和泉黄土（東京・八王子合同法律事務所）
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